
補正情報

仮想基準点方式と呼ばれ、複数の電子基準点の
観測データから、測量現場のごく近くにあたかも
基準点があるかのような状態（仮想基準点）をつくり
出す技術。

※位置情報の取得方式には、GNSS（GPS・GLONASS等）と静止衛星（MSAS）からの補正情報で位置を求めるD-GNSS方式もあります。
※衛星電波の受信条件（天候や大気の電離圏の状態、周囲の地形・建物、衛星の数や配置、時間帯等）により自動操舵の精度が低下したり、自動操舵が使用できない場合があります。

※
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次世代の農業を拓くテクノロジー

スマート農業総合カタログ　

直進アシストコンバイン

ラジコン草刈機



オートコンバイン
YH6115 / YH6135 / YH7135

直進アシストコンバイン
YH1170

管理 管理 管理

14P ▶

農薬散布用
ドローン
産業用マルチローター
T10 / T25 / T50

産業用無人
ヘリコプター
YF390AX,TA /,AP

ラジコン草刈機
YW500RC,A
YW500RC,AE

YR5DA / YR6DA
YR7DA / YR8DA

※YR5DAはディーラーオプション
+スマート施肥

SMARTPILOT®（スマートパイロット）は、位置情報やロボット
技術などの ICTを活用して農作業の省力化・効率化、高精度化を
実現する自動運転技術を搭載した農業機械シリーズの総称です。

12P ▶

管理

ほ場・ハウス管理
省力化システム
水田ファーモ
ハウスファーモ

14P ▶

乗用全自動野菜移植機
直進アシスト仕様
PW200R シリーズ

13 ▶

9P ▶

8-9P ▶

12P ▶

ロボットトラクター・
オートトラクター
YT488R / YT498R
YT4104R  / YT5114R

MGC201PN / MGC301PN
MGC401PN / MGC603PN
MGC1203PN
MGC603WN / MGC1203WN

4P ▶

直進アシストトラクター
YT120 / YT122 / YT225A / YT233A(J)  
YT330R(J) / YT333R(J) / YT338R(J) / YT345R(J)
YT352RJ / YT357RJ / YT460A / YT465A / YT472A
YT488R / YT498R / YT4104R / YT5114R 5P ▶ 11P ▶

7P ▶

YH471A / YH571A / YH5101A   
YH6101 / YH6115 / YH6135
YH7135 / YH1170
 

播種・移植

播種・移植

可変施肥ブロードキャスタ

自動操舵システム
ヤンマー補正情報サービス



1枚のほ場の9割※1

を自動で作業できる

旋回や車速・エンジン回転の調整
も自動で行い、搭乗者は緊急時の
ブレーキ操作のみ。
誰でも熟練者並みの作業ができ、
長時間作業の疲労を軽減します。

オペレータの負担を軽減し、
大幅な省力化ができる

直進時はハンドル操作が不要なため、
作業状況を確認しながらゆとりを持って作業
が行えます。
旋回時の操作はハンドルを切るだけ。自動で
直進がOFFになり、作業機も自動で上がり
ます。

操作が簡単、まっすぐ作業

作業に応じて作業幅、ラップ幅の設定が可能。
モニターに表示された経路に応じて作業をす
れば、重複作業や未耕地を減らして、効率が
上がり、ムダ・ムラも防止できます。

■ ムダ・ムラを省いて効率アップ

誤差±2～3cmの高精度作業が可能。作業速
度は0.2km/h～の低速作業が行えます。

■ より高精度に作業できる！
 RTKアップグレードキット（オプション）

【直進アシスト ON 】
自動で直進

【直進アシスト OFF 】
手動旋回

【直進アシスト ON 】
自動で直進

ハンドル操作不要！
ゆとりを持って作業確認

作業機昇降スイッチを下げる
手動旋回→自動で直進／作業機も下がる

ハンドルを切る
自動で直進→手動旋回／作業機も上がる

自動で直進できるから、
誰でも簡単、まっすぐ作業ができる！

YT330R(J)
30PS

■ オートトラクター

YT333R(J)
33PS

YT338R(J)
38PS

YT345R(J)
45PS

YT488R
88PS

YT498R
98PS

YT4104R
104PS

YT5114R
114PS

YT225A
YT488R YT498R YT4104R YT5114R 25PS

YT120
20PS

YT122
22PS

YT233A(J)
33PS

YT352RJ
52PS

YT357RJ
57PS

YT460A
60PS

YT465A
65PS

YT472A
72PS

旋回後は作業機昇降スイッチ
を下げるだけで、自動で直進
アシストがONになります。

耕うん作業
ラップ幅を最小限
にして能率の良い
作業ができます。

肥料散布作業
散布の重複や未散
布などムダ・ムラを
防止できます。

心土破砕作業
自動で設定通りの
等間隔で作業が
できます。

作業幅

作業幅

ラップ幅
を最小に

間を空けても
等間隔 斜めでも

等間隔

うね立て作業
まっすぐ等間隔に
うね立てができます。

等間隔
まっすぐ

直進アシストトラクター

88PS 98PS 104PS 114PS

人が乗車することなく、近距離監視
のもとタブレットひとつで作業をコン
トロール。有人機と合わせて、2つ
の作業をひとりで同時に行えます。
また、作業開始・停止・再開は約
400～500m離れた位置からリモ
コンで遠隔操作できます。

■ ロボットトラクター



YR5DA
5条植え

YR6DA
6条植え

YR7DA
7条植え

YR8DA
8条植え

基準線を登録すれば、次工程からはスイッチ1つで基準線に沿って
自動で直進し植付けを行います。直進を保つためのハンドル操作が
不要になるので、ラクに正確な植付けができます。

タッチパネルで施肥量を簡単に調整
でき、肥料の使い分けでも再現性が
高い作業ができます。パソコンで施肥
マップを作成しそのデータに基づき、
ほ場内の各地点の地力に応じた可変
施肥ができます。

■ デジタル設定で簡単精密施肥
　 スマート施肥田植機 YR8DA,VTD

を押して
スタート

停車状態からでも
スタート可能

レーキは
常に土壌表面の高さを検出

レーキは
常に土壌表面の高さを検出

一定の植付け深さ 一定の植付け深さ

植深さが浅くなりやすく
倒れやすい。

レーキが
ないと

植深さが
深くなりやすい。

浅い 深い フロートフロート

硬いほ場のとき 軟らかいほ場のとき 水が多いとき

レーキが
ないと

フロートが浮き上がり
植深さが浅くなりやすい。

レーキが
ないと

※YR5DAはディーラーオプション

“密苗”を中心としたヤンマー独自の技術で、余分な作業やコストを大幅に削減。
さらにICTで、田植えが不慣れな方には扱いやすく、 熟練者には長時間作業でも疲れにくい操作へ。
安定した植付けでキレイな仕上がり、そして誰にでも使いやすく効率の良い作業を実現します。

密苗×ICTで労力もコストも最小に

田植えのイメージを一新する、YR-DAシリーズ。

“高精度”な作業がこんなに ラク になる。

直進アシスト田植機と密苗で、さらなる省力化・コストダウンを実現
みつなえ

レーキは
常に土壌表面の高さを検出

一定の植付け深さ

フロート
浅い

センサー2つで油圧感度と植付け深さを
常に自動調整。きれいに植付けできます。

育苗箱数 育苗資材費 播種・苗運搬時間

管理方法は従来とほぼ同様で難しい技術は不要

育苗箱当たり乾籾250～300gと高密
度に播種し、ヤンマー独自の新技術で慣
行同様に3～5本ずつかき取り移植。
これにより使用する苗箱数が減り、育苗
コストや管理・移植作業の労力を削減
できます。

に に に
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[YH6135/7135]

さらに 2経路登録が可能

1経路目の基準線を登録すると、基準線に対して
90度の線が自動で生成され、2経路目の基準線
として登録されます。

A点とB点を指定して基準線をつくります。

A点＋B点

A B
基準線

A点～B点間を5m以内に登録するとB点登録時の
コンバインの向きから基準線をつくります。

A始点　 登録

自動で直進

終点　 登録B

基準線

1

A点～B点（0～5m）＋2

基準線作成はA点とB点のボタンを押すだけ！

基準線
（1経路目）を
手動で走行して
設定

自動で直進
（1経路目）

自動で直進（2経路目）

90度の線を自動で
登録（2経路目）

A点

B点

手動で走行5m以上

A始点　 登録

自動で直進

終点　 登録B

その場でB点を登録しても基準線登録ができる！

作業しながら基準線を登録することも可能！

B
基準線

0～5m

A

簡単

車両方位角

基準線の作り方は２パターン。 基準線登録後はAUTOボタンを押せば自動直進開始！ 旋回時以外のハンドル操作が不要！

往復刈り 回り刈り

S

G

S

G

直進・刈取昇降・隅刈り・旋回、籾排出への
移動、中割りの位置決めを自動で行います。

刈取り・旋回が自動、条合わせも
不要な「オートモード」

1

ほ場外形の辺に対してそれぞれ平行に自動操舵
を行います。旋回のみ手動操舵が必要です。短辺
が短く、横に長いほ場での作業に便利です。

ほ場外形に合わせた直進操舵を
自動化できる「枕地直進モード」

2

A点B点

A点（開始地点）とB点（終了地点）を設定し
基準線を登録するだけ。変形田でオート経
路が作成できない場合でも直進の自動操
舵が可能です。

設定した基準線に平行して
自動直進できる「直進モード」

3

進化したオート機能で最短2周目から
全領域を手放しで刈取り！

スイッチ1つで籾のロスを防ぐ

こぎ胴・揺動からの籾のロスを検知し、選別・車速・
送塵・風量を最適に自動調整。
設定されているロスの上限値を超えると制御が働
き、ロスを低減します。

■ 自動ロス制御

ソリが地面との高さを感知し自動で
刈取部を地面に追従させます。

複雑なハンドル操作が必要
な「隅刈り」も自動で作業で
きます。隅刈りの際の前後進
時の稈こぼれ防止や、排わら
回避も自動でできるので、作
業精度が向上します。

■ 自動刈高さ制御

自動ロス制御の
機能解説動画が
ご覧になれます。

収穫の自動化で、
誰でも、ロスなく高能率作業
オートコンバイン

直進アシストコンバイン

情報支援機能付コンバイン

YH6115
115PS[A仕様]

YH6135
138PS[A仕様]

YH7135
138PS[A仕様]

自動でまっすぐ、省力化。
操作はラクに、高能率な作業で
疲労軽減！

設定メニュー画面
［カラーセンターディスプレイ］

自動ロス制御スイッチ

ロス低減重視か、作業能率重視か、
5段階で制御レベルを調整できます。

YH1170
117PS

収穫しながら収穫量測定・
データ収集

YH6135

YH7135
138PS [M仕様]

YH1170
117PS[YM-KIT,1170装着時]

101PS [Y/YM仕様]

71PS [I仕様] 71PS [I仕様] 101PS [I仕様]

115PS [I/IM仕様] 138PS [M仕様]

収穫量センサーおよび収穫量マッピングで測定できる作物 稲 小 麦 大 豆
稲 小 麦 大 麦

※ 収穫量センサーは衝撃力検出型収穫量測定方式。精度は±5%以内となるように設計していますが、ほ場・作物条件によってこれらの精度から外れる場合があります。
※ 収穫量センサーのセンサーパッドは、250時間ごとを目安に点検し、500時間使用またはパッドの厚みが1mm以下になった時を目安に交換してください。
※ 収穫量マッピング機能はリールヘッダー装着時のみ仕様可能です。

自脱型：
普通型：

※ほ場の形状や刈取方法によって
は、手動作業が複数回必要にな
る場合やオートモードがご利用
いただけない場合があります。

最初の1周分を手動
走行で刈取りし、ほ
場の外形を登録。

1周目
「オートモード」
直進・刈取昇降・隅刈り・旋回、 
籾排出への移動まで自動化。

2周目

機能解説動画が
ご覧になれます。

機能解説動画が
ご覧になれます。

自動操舵は3つのモードから選択が可能。作業に合わせたオート機能を使用できます。

■ 作業に合わせて選べる３つのモード

■ ほ場の大部分を「手放し」で収穫 ■ 複雑なハンドル操作が必要な「隅刈り」も自動で

オートモードでの
作業領域が拡大！

オートモード

直進操舵から刈取り・旋回まで
コンバインまかせ

ロスを最小化するために
車速などを自動調節

ロスを気にせず確実な
収穫がだれでもできる

3モードのオート機能 自動ロス制御

＋ ▶



ヤンマー補正情報サービス

電波精度／安定度／保守の面で
信頼性の高い『VRS方式』を採用

ヤンマーの提供するRTKサービス
『　　　　』 で作業精度が大きく向上

D-GNSS方式
±30㎝

RTK方式（ 　　　　  ）

±2～3㎝ 作業幅

作業幅

ラップ幅

ラップ幅（重複）を最小化
= 作業効率向上

うね立て 中耕

高精度作業が可能に
= 作業適応性向上

■ サービス概要と利用に必要なもの

提供可能補正情報フォーマット
RTCM2.3/RTCM3.0/RTCM3.2/

CMR +/CMRx

スマホ or タブレット
＋Ntripアプリ Bluetooth

端末

ヤンマー                     シリーズ
(オート・ロボ・直進アシスト仕様 RTK対応機)

自動操舵機器
(ジョンディア社製/ニコン・トリンブル社製/

トプコン社製など)

ドローン
(RTK対応機)

○Android (OS Ver 4.0以降) 対応の
スマートフォンまたはタブレット 
　※iOSには対応していません
○インターネット接続
△Bluetooth端末 

【お客様にご準備していただくもの】
○＝必須／△＝利用機器による

お持ちの
RTK対応機械で
使用可能

RTK方式なら±2～3cmの高精度作業が可能。ラップ幅を最小限にして、重複や未耕地を減らし、効率の良い作業が行えます。

ご利用の流れと要件

◎サービスの利用に際し、利用規約をお読みいただき、内容をご理解のう
え同意いただく必要があります。
◎端末代および端末の通信料はお客様のご負担となります。
◎インターネット環境が不安定なエリアでは、本サービスをご利用いただ
けないことがあります。
通信環境がご不安な場合は事前にご相談ください。

◎その他ご不明な点がございましたら、ヤンマーアグリジャパン（株）まで
お問い合わせください。

【ご利用に際して】

◎Androidのインターネット接続が可能なエリア。
※ご利用いただけるエリアについては、事前に担当者までご確認ください。

【ご利用可能エリア】

※IDおよびパスワードは第三者への開示、譲渡、貸与、共有などはできません。
※年間使用料：60,500円（税込み）

ご利用申込
お近くの

ヤンマー取扱店にて
お申込み

ID発行
お申込み後、

ご利用IDとパスワードを
発行します

ご利用期間
ID提供から
1年間です

❸❷❶

　　　　　を使用する場合、直進アシストトラクター・直進アシストコンバイン・後付自動操舵はD-GNSS方式から
RTK-GNSS方式へアップグレードする必要があります（別売）。



直進作業を自動で行えるので、長時間
の作業でも疲労を軽減。うねのないほ
場もまっすぐ植付けすることができ、
初心者でも熟練者並みの高精度作業
が可能です。

傾斜が大きい法面や、低い枝下がある果樹園、太陽光
パネル下など、立ち入りにくく作業がしづらい場所も、
送信機からの遠隔操作とコンパクトな機体で、効率よ
く作業ができます。

自動でまっすぐ、高精度植付けで
高品質な野菜づくりが可能！
直進アシスト仕様
乗用全自動野菜移植機

草刈の負担を大幅に軽減！
ラジコン草刈機 効率の良い走行性と作業性も充実

直進アシストで効率化と疲労軽減を実現！
最初に基準線を設定すれば、以降、 
自動でまっすぐ基準線と平行に植付けが行えます

耕うんまたはうね立て時に、直進アシストトラクターで作業経路を作成。PW200Rで同一経路を利用し、高能率・高精度な移植作
業ができます。また、移植作業の方位角をトラクターに入力して、中耕・除草・培土作業に利用することができます。

■ アルミ製覆土ローラ
覆土ローラにカバーを装着。内部に土がたまらず、安定した
覆土が継続できます。
また、ローラの間隔は土
壌条件に応じ3段階に
調節できます。

■ 覆土圧調整レバー
従来通りの機体後方のレバーに加え、運転席側にもレバーを
設け、機体から降りずに
覆土圧調整をすること
も可能となり、操作性が
向上します。

直進アシストトラクターと同一経路の利用で、移植作業がもっとラクに

植付けと同時に苗の株元を鎮圧。苗をまっすぐ植えるとともに、根鉢と土を密着させることで、活着が良くなり、
初期生育の安定が図れます。

覆土圧の調整もできるから、移植後の活着が良い

PW200R シリーズ

YW500RC,A (E)

有人

刈取部はエンジン駆動、走行部にはモータ駆動を採用。作業中も充電しているので、
エンジン停止後もモータ駆動で走行が可能※です。　※満充電で約10分間の走行が可能です。

最大対応傾斜角度最大対応傾斜角度

45°

1畦1条（同時2条）植え・1畦2条植え

A点

直進アシスト「開始」で
自動で直進

まず、手動で走行して基準線を設定
基準線を登録

B点

手動

手動

基準線

自動で直進

自動で直進

土離れが
良く優れた
耐久性

運転席でも
調整可能

TCZZH

セル（E）仕様
リコイルロープを引かずに、
セルスイッチ操作で
エンジン始動！

■ 走行部はモータ駆動のハイブリッド方式

■ 直進調整ダイヤル

■ 快速制御

■ 信地旋回

傾斜では左右走行部の回転
速度を制御して直進走行を
アシスト。傾斜は45°まで対
応できます。

その場での旋回ができ
るため、方向転換が容易
です。

降下

アシスト
ON

アシスト
OFF

山側

谷側

直進

動画で
チェック！

動画で
チェック！

ロータリーカッターへの負荷が大き
くなると自動的に車速を落とし、負荷
が小さくなると元の速度まで復帰し
ます。

車速を自動で落とす 車速が戻る

草が多く
ロータリーカッターの
回転が下がる

草が少なくなり
ロータリーカッターの
回転が戻る

動画で
チェック！

耕うんまたはうね立て時に、直進ア
シスト作業の経路を作成

移植作業をしたPW200Rの方位角
をトラクターに入力して中耕・除草・
培土作業に利用

トラクターで耕うんまたはうね立て
をした方位角をPW200Rに入力し
て移植作業にも利用

耕うん/
うね立て 移植 管理

作業

例えば +うね立て 移植作業



コンパクトに折りたためて格納・運搬時も場
所いらず。しかも軽量なので持ち運びや積み
下ろし作業もラク。はじめての方でも快適で
効率の良い散布作業が行えます。

大容量の40Lタンクと最大24L/分のポンプの組み合わせにより、地上散布
と同等の濃度での散布を実現します。水田だけでなく果樹、野菜防除にも効
果を発揮。大規模農業の需要にお応えします。

水回りしにくい場所や離れた田んぼの水位が、
スマホでわかり、毎日の水回りを省力化してくれ
ます。給水ゲートや給水バルブを設置することで
田んぼに行かずに、スマホで給水も可能です。

センサーを設置するだけで、
スマホでいつでもハウスの状
態がわかり、最適なハウス環
境管理が行えます。

他にも様々な管理システムをラインアップし
ています。

優れた散布性能で防除作業の時間と労力を軽減
農薬散布用ドローン（産業用マルチローター）

スマホでかんたんに環境管理！
ほ場・ハウス管理省力化システム

高能率と高精度を兼ね備えた、
大規模散布に対応する革新的ドローン

中山間地農業から
大規模農業まで幅広く対応

水田ファーモ
ハウスファーモ

露地ファーモ 気象センサー

フィールドショット アクアファーモ

水位センサー 給水ゲート

給水バルブ

T10 自動航行推奨モデル

自動航行推奨モデルT50

進化した多方向障害物探知で作業の安全性
が向上。水稲、麦、大豆、野菜、果物などすべて
の作物にも対応したプロ向けの散布作業をサ
ポートします。

あらゆる作物の散布作業に
おすすめのオールラウンダー

自動航行推奨モデルT25

薬剤タンク
最大搭載量

8L

散布幅

4～6m
※

1フライト
最大散布面積目安

約1ha
※

※ ほ場の形状、作業条件などにより散布効率は異なります。

薬剤タンク
最大搭載量

40L

散布幅

4～7.5m
※

作物の上空
3m飛行時

1フライト
最大散布面積目安

約2ha
※

薬剤タンク
最大搭載量

20L

散布幅

4～7.5m
※

作物の上空
3m飛行時

1フライト
最大散布面積目安

約2ha
※

スマートアシスト搭載機を24時間体制で見守り、状況に応じて担当者と連携。機械のトラブルの早期解決をサポート
します。盗難通知検出時はただちにお客様に連絡。位置追跡などにより、機械の早期発見を支援します。
※夜間、早朝は連絡を希望されたお客様のみ。

24時間365日ヤンマーが農機を見守る　リモートサポートセンター

■  ICTの力で農業のあらゆる困ったを解決

【スマート農機】
スマートアシストリモート
搭載機一覧がご覧になれます。

■  機械を見守る

稼働診断保守サービス

稼働情報管理ツール 施肥設計システム

大きなトラブルを
未然に防ぐ

収穫量などを集計・分析 ほ場情報管理ツール 乾燥機連携ユニット
収穫量、
作業時間
などを
グラフ化

ほ場ごとの
情報がわかる

稼働状況の共有で効率化

※詳しくは12P参照作業記録管理ツール
機械の
稼動軌跡が
そのまま
記録になる

機械の
稼働情報が
見える

施肥マップの
作成ができる


